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第４章 本県の医療の概況 

１ 人口等の概況 

 

【本県の概況】 

○人口減少や少子・高齢化が進行しており、令和５年４月現在で 120万人を下回る 

○主要死因は老衰が増加 

○平均寿命は、男女ともに全国最下位（令和２年） 

○健康寿命は、男性 42位、女性 13位（令和元年） 

（１）地勢等 

本県は、本州の最北端に位置し、三方を海に囲まれ、津軽半島及び下北半島で陸奥湾を抱い

たような地形であり、総面積は 9,645.10km２で国土の 2.6％に当たり、全国８位の広さを有し

ています。山地と河川によって形成された平野部には、青森市、弘前市、八戸市等を中心とし

た生活圏域が形成されています。 

本県の気候は、本州最北の緯度にあるため、概して冷涼型ですが、県の中央部に位置する八

甲田山をはじめとする奥羽山脈が県内を二分しているなど、海域や地形が複雑なことから、同

じ県内でも、地域によって気候が大きく異なります。中でも、冬季における津軽地方の大雪と、

夏季における太平洋側を中心とした偏東風（ヤマセ）が代表的な違いとなっています。 

冬は、冷たく湿った空気が奥羽山脈にぶつかり津軽地方に雪を降らせる一方、太平洋側は、

奥羽山脈が障壁となって乾燥した晴天の日が多いのが特徴です。 

夏は、冷たく湿った偏東風（ヤマセ）が吹くため、太平洋側で低温・多湿の日が多くなりま

す。 

 

（２）交通 

道路は、青森市を終点とする国道４号及び同７号が、本県の生活・産業の大動脈となってい

るほか、東北縦貫自動車道弘前線及び同八戸線により、東京方面と結ばれています。 

鉄道は、新青森駅から東北新幹線により東京方面と、北海道新幹線により北海道と結ばれて

いるほか、JR奥羽本線・八戸線・五能線・大湊線・津軽線、青い森鉄道線、IGRいわて銀河鉄

道線、弘南鉄道大鰐線・弘南線、津軽鉄道線が、それぞれ県民の通勤、通学の重要な手段とな

っています。 

航空は、青森空港に国内線と国際線、三沢空港に国内線が就航しています。 

 

（３）人口 

本県の人口は、令和２年 10月１日現在、1,237,984人（国勢調査）で、男性 583,402人（47.

１％）、女性 654,582人（52.9％）となっており、全国の男性 48.7％、女性 51.3％に比べ女性

の構成比率が高くなっています。 
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なお、推計人口では、令和５年４月１日現在 120万人を下回り、1,190,685 人となっていま

す。 

人口の推移をみると、昭和 40 年以降増加傾向で推移していましたが、昭和 55 年～60 年で

横ばいとなり、昭和 60 年以降は減少傾向で推移しています。将来人口については、今後大き

く減少していくものと見込まれています。（図１） 

年齢別人口割合の推移をみると、15 歳以上 65 歳未満の人口の割合及び 15 歳未満人口の割

合が低下する一方、65歳以上の人口の割合が上昇しており、少子・高齢化が進行しています。

今後、ますますこの傾向が顕著になると見込まれています。（図２） 

 

図１ 青森県の人口の推移（令和７年以降は推計値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「国勢調査」 

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 
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図２ 青森県の年齢（３区分）別人口の割合の推移（令和７年以降は推計値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「国勢調査」 

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 

※ 割合の合計については､年齢不詳があることや年齢階級別に四捨五入した結果を表示してい

ることから､100%にならない場合がある｡ 

 

（４）世帯 

本県の一般世帯数は、令和２年 10月１日現在、509,649世帯（令和２年国勢調査）で、平成

27年と比べ 408世帯(0.1％)の増となっており、このうち単独世帯は 168,917 世帯で 15,474世

帯(10.1％)の増となっています。（図３） 

一般世帯の世帯人員割合をみると、単独世帯の割合では、本県は 33.1％と全国平均の 38.0％

に比べて低く、逆に２人以上の世帯数の割合では、４人世帯を除き全国平均を上回っていま

す。（図４） 

 

図３ 青森県の一般世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「国勢調査」  
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図４ 青森県の一般世帯の世帯人員割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「令和２年国勢調査」 

（５）人口動態 

① 出生率と死亡率 

ア 出生率 

本県の出生率は減少傾向にあり、全国との比較（人口千対）では、令和４年は 5.0で全

国の 6.3を 1.3ポイント下回っています。（図５） 

この出生率は、秋田県（4.3）、岩手県（4.9）に次いで低いものとなっています。(図４) 

 

図５ 出生率の年次推移（人口千対） 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「人口動態統計」 

 

図６ 全国の出生数の状況（人口千対） 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「令和４年人口動態統計」  
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イ 死亡率 

本県の死亡率は増加傾向にあり、また、全国値を上回って推移しています。令和４年は

人口千対 16.8で全国の 12.9 を 3.9ポイント上回っています。（図７） 

この死亡率は、秋田県（18.6）、高知県（17.1）に次いで高いものとなっています。(図

８) 

 

図７ 死亡率の年次推移（人口千対） 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「人口動態統計」 

 

図８ 全国の死亡率（人口千対）の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「令和４年人口動態統計」 
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② 死因 

本県の主要死因をみると、悪性新生物、心疾患、老衰、脳血管疾患等が上位を占めていま

す。特に、高齢化に伴い老衰が年々増加しています。（図９） 

 

図９ 青森県の主要死因死亡率の年次推移（人口 10万対） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「人口動態統計」 

 

③ 年齢階級別の死因 

年齢階級別の死因をみると、50歳から 79歳までの各階層において「悪性新生物＜腫瘍

＞」、「心疾患（高血圧性を除く）」、「脳血管疾患」が上位となっています。 

また、10歳から 54歳までの各階層において、「自殺」が上位となっています。（表１） 
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表１ 年齢階級別の死因 

 

資料：厚生労働省「令和４年人口動態統計」  

総数

5,135 (422.3) 2,810 (231.1) 1,801 (148.1) 1,496 (123.0) 1,118 (91.9)

0～4歳

2 (5.6) 2 (5.6)

5～9歳

1 (2.3)

10～14歳

2 (4.2) 1 (2.1) 1 (2.1) 1 (2.1) 1 (2.1)

15～19歳

6 (11.5) 2 (3.8) 1 (1.9)

20～24歳

14 (31.8) 3 (6.8) 2 (4.5)

25～29歳

19 (42.2) 4 (8.9) 3 (6.7)

30～34歳

10 (19.6) 8 (15.7) 5 (9.8) 2 (3.9) 2 (3.9)

35～39歳

18 (28.1) 16 (25.0) 10 (15.6) 6 (9.4) 5 (7.8)

40～44歳

26 (35.1) 18 (24.3) 10 (13.5) 7 (9.5) 7 (9.5)

45～49歳

57 (66.3) 28 (32.6) 21 (24.4) 17 (19.8) 11 (12.8)

50～54歳

92 (108.2) 26 (30.6) 22 (25.9) 20 (23.5) 11 (12.9)

55～59歳

138 (168.3) 49 (59.8) 33 (40.2) 15 (18.3)

60～64歳

292 (328.1) 63 (70.8) 49 (55.1) 33 (37.1) 24 (27.0)

65～69歳

498 (508.2) 122 (124.5) 69 (70.4) 50 (51.0) 44 (44.9)

70～74歳

843 (766.4) 190 (172.7) 136 (123.6) 73 (66.4) 72 (65.5)

75～79歳

715 (1,007.0) 230 (323.9) 144 (202.8) 102 (143.7) 94 (132.4)

80歳以上

2,446 (1,747.1) 2,080 (1,485.7) 1,748 (1,248.6) 1,014 (724.3) 887 (633.6)

65歳以上
（再掲）

4,502 (1,074.5) 2,622 (625.8) 1,801 (429.8) 1,363 (325.3) 1,084 (258.7)

循環器系の先天奇形

悪性新生物＜腫瘍＞ 心疾患（高血圧性を除く） 老衰 脳血管疾患 肺炎

悪性新生物＜腫瘍＞ 心疾患（高血圧性を除く） 脳血管疾患 その他の呼吸器系の疾患 肺炎

悪性新生物＜腫瘍＞ 心疾患（高血圧性を除く） 老衰 脳血管疾患 肺炎

悪性新生物＜腫瘍＞ 心疾患（高血圧性を除く） 脳血管疾患 不慮の事故 肺炎

悪性新生物＜腫瘍＞ 心疾患（高血圧性を除く） 脳血管疾患
その他の症状，徴候及び異
常臨床所見・異常検査所見
で他に分類されないもの

不慮の事故

悪性新生物＜腫瘍＞ 心疾患（高血圧性を除く） 脳血管疾患
その他の症状，徴候及び異
常臨床所見・異常検査所見
で他に分類されないもの

肝疾患

悪性新生物＜腫瘍＞ 心疾患（高血圧性を除く） 脳血管疾患
その他の症状，徴候及び異
常臨床所見・異常検査所見
で他に分類されないもの

（同順位の死因が複数あるた
め省略）

悪性新生物＜腫瘍＞ 心疾患（高血圧性を除く） 自殺 脳血管疾患
その他の症状，徴候及び異
常臨床所見・異常検査所見
で他に分類されないもの

悪性新生物＜腫瘍＞ 自殺 心疾患（高血圧性を除く） 脳血管疾患 不慮の事故

悪性新生物＜腫瘍＞ 自殺 心疾患（高血圧性を除く）
（4～5位欄は同順位）
脳血管疾患

（4～5位欄は同順位）
不慮の事故

自殺 悪性新生物＜腫瘍＞ 心疾患（高血圧性を除く） 不慮の事故 脳血管疾患

自殺 悪性新生物＜腫瘍＞ 心疾患（高血圧性を除く）
（4～5位欄は同順位）
脳血管疾患

（4～5位欄は同順位）
その他の消化器系の疾患

自殺 不慮の事故 悪性新生物＜腫瘍＞
（同順位の死因が複数あるた
め省略）

自殺 その他の神経系の疾患 不慮の事故
（同順位の死因が複数あるた
め省略）

自殺 不慮の事故 心疾患（高血圧性を除く）

第４位

脳血管疾患

第５位

肺炎

（1～2位欄は同順位）
循環器系の先天奇形

（1～2位欄は同順位）
染色体異常，他に分類され
ないもの

（同順位の死因が複数あるた
め省略）

第１位

悪性新生物＜腫瘍＞

第２位

心疾患（高血圧性を除く）

第３位

老衰

自殺
（2～5位欄は同順位）
悪性新生物＜腫瘍＞

（2～5位欄は同順位）
心疾患（高血圧性を除く）

（2～5位欄は同順位）

その他の症状，徴候及び異常臨床所

見・異常検査所見で他に分類されな

いもの

（2～5位欄は同順位）
不慮の事故
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④ 平均寿命 

本県における平均寿命は、年々延びて令和２年には男性 79.27歳、女性 86.33歳となって

いますが、全国順位は最下位となっています。（表２） 

 

表２ 平均寿命の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「都道府県別生命表」  

 

図 10  都道府県別平均寿命（令和２年） 

（男性） 

  

 

 

 

 

 

 

 

（女性） 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「都道府県別生命表」 
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⑤ 健康寿命 

本県における平均寿命は、年々延びて令和元年には男性 71.73歳、女性 76.05歳となって

おり、全国順位は男性 42位、女性 13位となっています。（表３） 

 

表３ 健康寿命の推移 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働科学研究「健康寿命及び地域格差の分析と健康増進対策の効果検証に関する報

告」 

 

図 11 都道府県別健康寿命 

（男性） 
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資料：厚生労働科学研究「健康寿命及び地域格差の分析と健康増進対策の効果検証に関する報

告」 
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２ 保健医療体制の概況 

 

【本県の概況】 

○病床数は、病院 16,334床、診療所 1,607床で、人口 10万対で比較すると全国を上回る 

○保健師、看護師及び准看護師は、人口 10万対で比較すると全国を上回る 

○医師、歯科医師、薬剤師及び助産師は、人口 10万対で比較すると全国を下回る 

 

（１）医療関係施設 

① 病院 

病院は、病床数が 20 床以上の医療を提供する施設で、県内には、令和４年 10月１日現在、

90施設が設置されています。 

人口 10 万対の病院数は 7.5で、全国の 6.5より若干上回っています。 

開設者別にみると、市町村の開設が、全国 7.3％に対して、本県は 24.4％と多いのが特徴

となっています。（表４） 

 

表４  設置主体別病院数 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「令和４年医療施設調査」 

 

② 診療所 

診療所は、病床数が 19床以下の医療を提供する施設で、県内には、令和４年 10月１日現

在、一般診療所 859 施設（うち有床診療所 117 施設）、歯科診療所 493 施設が設置されてい

ます。 

人口 10 万対の施設数は、一般診療所が 71.3 で、全国の 84.2 を下回っていますが、有床

診療所は 9.7で、全国（4.8）の２倍以上となっています。また、歯科診療所は 40.9で、全

国の 54.2を下回っています。（表５） 

  

区分 総数 国
都道府

県
市町村 日赤

公的医
療機関

その他

社会保
険関係

団体

公益法

人

医療法

人

社会福

祉法人

医療生

協

その他

の法人
個人

90

(7.5)

8,156

(6.5)

（　　）は人口10万対

200 79 347 126

21 4 123 36―

全国 316 188 599 91

青森県 6 3 22 1

317 47 188 5,658

―
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表５ 診療所数 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「令和４年医療施設調査」 

 

③ 薬局 

薬局は、薬剤師が医薬品の販売又は授与の目的で調剤の業務を行う場所で、令和４年度衛

生行政報告例（厚生労働省）によると、令和４年度末で全国では 62,375施設、本県では 624

施設となっています。また、人口 10 万対薬局数は、全国の 49.9 に対し、本県は 51.8 と若

干上回っています。 

 

④ その他の医療関係施設 

ア 介護老人保健施設 

介護老人保健施設は、要介護認定を受けた要介護者で、病状安定期にあり、入院治療す

るする必要はないが、リハビリテーション等の医療のケア及び日常生活の世話を必要とす

る者を対象とした施設で、令和５年４月１日現在、58施設あります（青森県高齢福祉保険

課調べ）。 

イ 助産所 

助産所は、助産師が助産や妊婦、新生児の保健指導等を行う施設で、令和５年４月 1日

現在、18施設（うち分娩取扱い１施設）あります（青森県医療薬務課調べ）。 

ウ 訪問看護ステーション 

訪問看護ステーションは、在宅の難病患者、障がい者等の療養者に対して、医師の指示

に基づき、看護師等が家庭に出向き、必要な看護サービス等の提供を行う施設で、令和５

年４月１日現在、136 施設あります（青森県医療薬務課調べ）。 

エ 衛生検査所 

衛生検査所は、人体から排出又は採取された検体について、医療機関に代わって微生物

学的検査、血清学的検査等検体検査業務を行う場所として都道府県知事の登録を受けた施

設で、令和５年４月１日現在、11施設あります（青森県医療薬務課調べ）。 

 

⑤ 病床数 

本県における医療施設の病床数は、令和４年 10月１日現在、病院が 16,334床、一般診療

所が 1,607床となっています。 

病院の病床数を病床種別にみると、療養病床及び一般病床等が 11,955床（構成比 73.2％）､

精神病床が 4,317床（同 26.4％）､結核病床が 33 床（同 0.2％）、感染症病床 29床（同 0.2％）

となっています。 

また、人口 10 万対の病床数を全国と比較すると、本県は病院及び一般診療所とも全国を

（　　）は人口10万対

(9.7) (40.9)

全国
105,182 5,958 67,755

(84.2) (4.8) (54.2)

青森県
859 117 493

(71.3)

区分
一般診療所

歯科診療所
有床
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上回っており、特に一般診療所の病床は全国の約 2.1倍となっています。（表６） 

 

表６  病院・診療所別病床数            （単位：床） 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「令和４年医療施設調査」 

 

⑥ 病床利用率 

本県における病床利用率は、精神病床、感染症病床、結核病床、療養病床及び一般病床が

全国を下回っています。（表７） 

 

表７ 病院の病床利用率 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「令和４年医療施設調査・病院報告」 

  

⑦ 平均在院日数 

本県における入院患者の平均在院日数は、感染症病床、結核病床、一般病床及び介護療養

病床が全国より長くなっています。（表８） 

 

表８ 病院の平均在院日数 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「令和４年医療施設調査・病院報告」 

（２）保健関係施設 

① 保健所 

令和５年４月１日現在、県設置６か所及び青森市、八戸市設置各１か所、計８か所の保健

所があり、結核、エイズなどの感染症対策、難病患者等に対する相談支援、健康増進、生活

衛生や、地域住民の保健水準の向上、精神保健等の地域保健活動を行っており、公衆衛生の

専門機関としての役割を担っています。 

精神病床
感染症
病床

結核病床 療養病床 一般病床
介護療養

病床

青森県 71.8 80.3 286.8 24.4 82.9 65.0 82.0

全　　国 75.3 82.3 571.2 27.4 84.7 69.0 80.4

全病床
　　　内訳

精神病床
感染症
病床

結核病床 療養病床 一般病床
介護療養

病床

青森県 30.7 248.5 10.7 69.2 107.8 18.1 360.4

全　　国 27.3 276.7 10.5 44.5 126.5 16.2 307.8

全病床
　　　内訳
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② 精神保健福祉センター 

精神保健福祉センターは県設置で１か所あり、精神保健福祉に関する知識の普及、調査研

究、相談・指導などを行っています。 

 

③ 市町村保健センター 

市町村保健センターは、令和５年４月１日現在 30市町村（厚生労働省公表）にあり、市町

村における対人保健サービスや地域住民が行う自主的な保健活動の拠点としての役割を担っ

ています。 

 

④ 環境保健センター 

環境保健センターは県設置で１か所あり、公衆衛生情報の解析・提供、各種の試験検査、

調査研究、研修指導等を行っています。 

 

（３）主な保健医療従事者の状況 

本県における主な保健医療従事者数（人口 10万対）は、保健師、看護師及び准看護師が全国

を上回っており、医師、歯科医師、薬剤師及び助産師が全国を下回っています。（表９） 

 

表９ 主な保健医療従事者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

資料：医師、歯科医師、薬剤師（厚生労働省「令和２年医師･歯科医師･薬剤師統計」） 

保健師、助産師、看護師、准看護師（厚生労働省「令和４年衛生行政報告例」） 

 

３ 患者の受療状況 

（１）患者数 

令和２年 10月 20日(火)～23日(金)の期間のうち、各医療機関に指定した１日における国民

の受療状況をまとめた厚生労働省の「令和２年患者調査」によると、県内に住所を有する者が

医療機関で受療（県外で受療したものを含む。）した数は、入院 13.2千人、外来 69.7千人、

総数 82.9千人となっています。これは、調査を実施した特定の１日において、県民の約 14.9

人に 1人が医療施設で受療したことになります。（青森県の人口を 1,237,984 人（総務省統計

局令和２年国勢調査に関する不詳補完結果（参考表））とした場合） 

実数 人口10万対 実数 人口10万対

医師 2,631 212.6 323,700 256.6

歯科医師 699 56.5 104,118 82.5

薬剤師 1,996 161.3 250,585 198.6

保健師 709 58.9 60,299 48.3

助産師 340 28.2 38,063 30.5

看護師 13,463 1,118.2 1,311,687 1049.8

准看護師 4,374 363.3 254,329 203.5

青森県 全国
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① 施設種類・性・年齢階級別患者数 

ア 総数（入院・外来患者数） 

令和２年調査の総数 82.9千人について施設の種類別にみると、病院 27.8千人（総数の

33.5%）、一般診療所 44.7千人(同 53.9%)、歯科診療所 10.4千人(同 12.5%)となっていま

す。（表 10） 

年齢階級別にみると、65歳以上では 47.6千人（同 57.4%）となっています。（表 11） 

年次推移では、患者数が最も多かった平成５年（入院 21.2千人、外来 98.1千人、総数

119.3千人）と比較すると、69.5％に減っています。 

 

表 10 患者数  入院・外来－施設－年次別（千人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「患者調査」 

 

表 11 患者数  入院・外来－性－年齢階級別（千人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 千人単位のため、男女の合計と総計が一致しない場合がある。 

資料：厚生労働省「令和２年患者調査」 

  

総数 病院 一般診療所 総数 病院 一般診療所 歯科診療所

昭和62年 20.2 17.2 3.0 90.1 23.6 52.3 14.2

平成2年 21.5 18.2 3.3 97.2 26.8 56.6 13.8

5年 21.2 17.9 3.4 98.1 26.7 57.2 14.2

8年 19.6 16.8 2.8 96.8 30.7 53.2 12.9

11年 19.3 16.8 2.5 92.7 28.7 50.9 13.1

14年 17.6 15.3 2.3 87.2 27.2 49.5 10.5

17年 18.0 16.0 1.9 87.5 22.9 51.4 13.2

20年 16.5 14.9 1.6 82.5 20.8 48.3 13.4

23年 15.5 14.3 1.2 85.6 20.0 53.9 11.7

26年 14.6 13.8 0.8 76.6 19.2 46.1 11.3

29年 14.0 13.3 0.7 79.7 18.3 49.0 12.4

令和2年 13.2 12.6 0.6 69.7 15.2 44.1 10.4

入院 外来
区分

総数 男 女 総数 男 女
13.2 6.0 7.2 69.7 30.1 39.6
0.1 0.1 0.0 2.4 1.4 1.0
0.1 0.0 0.0 3.2 1.7 1.5
0.1 0.1 0.1 2.0 1.0 1.0
0.3 0.1 0.2 3.0 1.3 1.7
0.5 0.3 0.3 4.6 2.0 2.6
0.9 0.5 0.4 6.5 2.8 3.7
1.4 0.8 0.6 10.0 4.5 5.6
2.9 1.7 1.2 17.0 7.5 9.4
3.3 1.5 1.8 14.3 5.9 8.4
3.5 1.0 2.5 6.6 2.0 4.6
0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1

9.7 4.2 5.5 37.9 15.5 22.4

8.4 3.4 5.0 30.4 12.1 18.3
6.8 2.5 4.3 20.9 8.0 13.0

　０～４歳
　５～１４
１５～２４

７５歳以上（再掲）

年齢階級

７０歳以上（再掲）

外来

総数

入院

７５～８４
８５歳以上

不詳

６５歳以上（再掲）

２５～３４
３５～４４
４５～５４
５５～６４
６５～７４
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平成８年 平成１１年 平成１４年 平成１７年 平成２０年 平成２３年 平成２６年 平成２９年 令和２年

7,848 7,590 7,137 7,342 7,112 7,414 6,901 7,330 6,701
入院 1,322 1,306 1,202 1,253 1,186 1,136 1,103 1,095 1,068
外来 6,526 6,284 5,935 6,089 5,926 6,277 5,798 6,235 5,633

総数

（２）受療率(人口 10万人に対する患者数) 

本県における入院・外来を合わせた受療率は、人口 10万人当たり 6,701で、最も多い平成８

年(7,848)より 1,147減少しました。入院、外来別でみると、入院 1,068、外来 5,633で、平成

８年（入院 1,322、外来 6,526）より入院は 254減少し、外来は 893減少しています。（表 1

2） 

 

表 12 受療率  入院－外来・年次別（人口 10万対） 

 

 

 

資料：厚生労働省「令和２年患者調査」 
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① 施設種類別受療率 

ア 入院受療率 

入院について、施設の種類別にみると、病院 1,017（入院患者総数の 95.3％）、一般診

療所 50（同 4.7％）となっています。（図 12） 

 

イ 外来受療率 

外来について、施設の種類別にみると、病院 1,228（外来患者総数の 21.8％）、一般診

療所 3,562（同 63.2％）、歯科診療所は 843（同 15.0％）となっています。（図 13） 

 

図 12  入院受療率の推移  施設種類別・全国－青森県（人口 10万対） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「患者調査」 

 

図 13  外来受療率の推移  施設種類別・全国－青森県（人口 10万対） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「患者調査」 
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② 性・年齢階級別受療率 

ア 入院受療率 

入院受療率について性別でみると、男性 1,034、女性 1,097とほぼ同率になっていま

す。年齢階級別にみると、加齢とともに上昇傾向を示しています。（図 14、表 13） 

 

イ 外来受療率 

外来受療率について性別でみると、男性 5,160、女性 6,055と女性が高くなっていま

す。年齢階級別にみると、０～４歳から下降し 15～24歳で 2,064と最も低下しますが、こ

の後加齢とともに上昇しています。（図 15、表 13） 

 

図 14 年齢階級別入院受療率  全国－青森県（人口 10万対） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「令和２年患者調査」 

 

図 15 年齢階級別外来受療率  全国－青森県（人口 10万対） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「令和２年患者調査」 
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表 13 年齢階級別受療率 入院－外来・性別（人口 10万対）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「令和２年患者調査」 

 

③ 傷病分類別受療率 

ア 入院受療率 

入院受療率について傷病別にみると、「精神及び行動の障害」223、「循環器系の疾患」

177、「神経系の疾患」138の順で高くなっています。 

全国と比較すると、「新生物＜腫瘍＞」（本県 135、全国 100）、「精神及び行動の障

害」（本県 223、全国 188）のほか複数分類において高くなっており、「損傷、中毒及びそ

の他の外因の影響」（本県 96、全国 107）等が低くなっています。（図 16、表 14） 

 

イ 外来受療率 

外来受療率について傷病別にみると、「循環器系の疾患」854、「消化器系の疾患」838、

「筋骨格系及び結合組織の疾患」742の順で高くなっています。 

全国と比較すると、「循環器系の疾患」（本県 854、全国 652）、「内分泌、栄養及び代

謝疾患」（本県 403、全国 343）、「腎尿路生殖器系の疾患」（本県 351、全国 241）、

「眼及び付属器の疾患」（本県 336、全国 237）のほか複数分類において高くなっており、

「消化器系の疾患」（本県 838、全国 1,007）、「損傷、中毒及びその他の外因の影響」

（本県 168、全国 229）等が低くなっています。（図 17、表 14） 

 

  

総数 男 女 総数 男 女
1,068 1,034 1,097 5,633 5,160 6,055

280 376 182 6,359 7,335 5,350
92 89 95 3,404 3,561 3,239

143 130 156 2,064 1,947 2,192
311 204 424 2,930 2,392 3,500
379 364 394 3,240 2,770 3,719
530 545 517 3,818 3,272 4,353
798 969 639 5,710 5,305 6,085

1,401 1,730 1,111 8,266 7,855 8,628
2,423 2,793 2,179 10,376 10,815 10,087
4,685 4,765 4,653 8,893 9,623 8,606
2,322 2,440 2,240 9,075 9,016 9,117
2,675 2,788 2,602 9,618 9,785 9,511
3,214 3,339 3,144 9,858 10,485 9,509

入院 外来

４５～５４

８５歳以上

２５～３４

　５～１４
１５～２４

３５～４４

６５～７４
７５～８４

年齢階級

総数
０～４歳

５５～６４

７５歳以上（再掲）
７０歳以上（再掲）
６５歳以上（再掲）



３ 患者の受療状況  

 
－ 51 － 

図 16 傷病分類別入院受療率 全国－青森県（人口 10万対） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「令和２年患者調査」 

 

図 17 傷病分類別外来受療率 全国－青森県（人口 10万対） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省「令和２年患者調査」 
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表 14 傷病分類別受療率  入院－外来・施設別（人口 10万対） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 千人単位のため各項目の合計が総数と合わない場合がある 

資料：厚生労働省「令和２年患者調査」 

（３）患者の動向 

県では、患者の受療動向を把握するため、「青森県受療動向調査」を実施しました。 

調査対象者：青森県内に居住する国民健康保険被保険者、後期高齢被保険者、全国健康保険協会

加入者 

調 査 機 関：平成 31年２月審査から令和２年１月審査までのうち、平成 31年１月診療から令和

元年 12月診療まで 

 

① 二次保健医療圏別にみた入院患者の動向 

入院患者の動向を二次保健医療圏別にみると、圏域外の患者が流入する割合では、①津軽

地域 15.5%、②青森地域 15.0%、③八戸地域 8.3%、④上十三地域 7.6%、⑤下北地域 3.1%、⑥

西北五地域 2.2%の順となっており、その流入元をみると、隣接した地域からの流入が多くな

っています。（表 15） 

また、圏域外へ流出する割合では、①西北五地域 40.8%、②上十三地域 27.9%、③下北地域

25.1%、④八戸地域 8.0%、⑤青森地域 7.9％、⑥津軽地域 6.3%となっており、その流出先を

みると、西北五地域からは津軽地域へ、上十三地域からは八戸地域へ、下北地域からは青森

地域への流出が多くなっています。（表 16） 

  

総数 病院 一般診療所 総数 病院 一般診療所 歯科診療所

1,068 1,017 50 5,633 1,228 3,562 843
18 18 - 80 26 54 ･

135 134 1 209 154 55 ･
5 5 - 11 5 6 ･

26 24 1 403 92 312 ･
223 222 1 232 139 93 ･
138 138 - 114 49 65 ･

9 5 4 336 37 299 ･
2 2 - 51 9 43 ･

177 162 15 854 166 688 ･
49 46 3 322 43 279 ･
51 45 6 838 60 125 652
7 5 1 176 35 141 ･

58 57 1 742 154 588 ･
33 28 5 351 103 248 ･
11 10 1 8 5 4 ･
4 4 - 4 4 - ･
6 6 - 7 3 4 ･
9 7 1 56 28 28 ･

96 92 3 168 54 112 2
8 2 6 669 60 419 190

ⅩⅧ　症状，徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの

ⅩⅨ　損傷，中毒及びその他の外因の影響

ⅩⅩⅠ　健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用

ⅩⅤ　妊娠，分娩及び産じょく

ⅩⅥ　周産期に発生した病態

ⅩⅦ　先天奇形，変形及び染色体異常

ⅩⅣ　腎尿路生殖器系の疾患

ⅩⅡ　皮膚及び皮下組織の疾患

ⅩⅢ　筋骨格系及び結合組織の疾患

ⅩⅠ　消化器系の疾患

Ⅹ　呼吸器系の疾患

総数

Ⅶ　眼及び付属器の疾患

Ⅷ　耳及び乳様突起の疾患

Ⅸ　循環器系の疾患

Ⅱ　新生物＜腫瘍＞

Ⅲ　血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害

Ⅳ　内分泌，栄養及び代謝疾患

Ⅰ　感染症及び寄生虫症

全傷病分類
入院 外来

Ⅵ　神経系の疾患

Ⅴ　精神及び行動の障害
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表 15 施設所在地（二次保健医療圏）からみた入院患者の動向 

 

 

 

 

 

 

 

資料：青森県受療動向調査 

 

表 16 患者住所地（二次保健医療圏）からみた入院患者の動向 

 

 

 

 

 

 

 

資料：青森県受療動向調査 

 

② 患者の住所地（市町村）からみた入院患者の動向 

患者がどの地域の医療施設に入院したか、住所地の市町村毎にみると、多くは自らの二次

保健医療圏内で入院していますが、その割合は圏域間で大きく異なります。（表 17、図 18） 

 

  

津　軽 八　戸 青　森 西北五 上十三 下　北 県　外

津　軽 93.7 0.1 4.8 0.4 0.0 0.0 1.0 6.3

八　戸 0.5 92.0 1.4 0.0 2.1 0.0 4.0 8.0

青　森 5.9 0.2 92.1 0.1 0.2 0.0 1.5 7.9

西北五 24.3 0.2 11.2 59.2 0.0 0.0 5.0 40.8

上十三 1.4 14.8 7.3 0.0 72.1 1.1 3.2 27.9

下　北 2.9 2.4 12.9 0.0 2.3 74.9 4.6 25.1

患
者
住
所
地

医療機関住所地 患者流出
割合

（％）

津　軽 八　戸 青　森 西北五 上十三 下　北

津　軽 84.5 0.4 5.4 8.5 0.6 0.6 15.5

八　戸 0.1 91.7 0.2 0.1 7.3 0.6 8.3

青　森 4.3 1.1 85.0 3.9 3.1 2.6 15.0

西北五 1.9 0.0 0.3 97.8 0.0 0.0 2.2

上十三 0.0 5.6 0.6 0.0 92.4 1.4 7.6

下　北 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 96.9 3.1

患者住所地

（％）

患者流入
割合

医
療
機
関
住
所
地
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表 17 患者住所地（市町村）からみた入院患者の動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：青森県受療動向調査 

 

  

施設住所地 率 施設住所地 率 施設住所地 率 施設住所地 率 施設住所地 率
弘前市 弘前市 89.5% 青森市 3.7% 黒石市 3.2% 藤崎町 0.9% 県外(隣接道県以外) 0.9%
黒石市 黒石市 67.2% 弘前市 21.5% 青森市 6.0% 藤崎町 2.3% 田舎館村 1.1%
平川市 弘前市 62.0% 黒石市 24.3% 青森市 5.9% 平川市 3.8% 藤崎町 1.5%
西目屋村 弘前市 97.3% 板柳町 1.7% 秋田県 0.5% 岩手県 0.3% 県外(隣接道県以外) 0.1%
藤崎町 弘前市 49.1% 藤崎町 37.1% 黒石市 7.7% 青森市 3.7% 田舎館村 1.5%
大鰐町 弘前市 66.2% 大鰐町 13.6% 青森市 9.3% 黒石市 7.7% 県外(隣接道県以外) 1.4%
田舎館村 弘前市 44.9% 黒石市 29.3% 藤崎町 10.9% 青森市 8.1% 田舎館村 5.4%
板柳町 弘前市 52.8% 板柳町 30.1% 青森市 6.1% 藤崎町 4.7% 五所川原市 3.6%
八戸市 八戸市 92.5% 岩手県 1.9% 県外(隣接道県以外) 1.9% おいらせ町 1.3% 青森市 1.2%
おいらせ町 八戸市 39.1% おいらせ町 28.0% 三沢市 20.3% 十和田市 5.0% 青森市 2.5%
三戸町 三戸町 41.8% 八戸市 30.7% 南部町 17.5% 岩手県 4.7% 県外(隣接道県以外) 2.1%
五戸町 五戸町 58.5% 八戸市 32.7% 十和田市 2.3% 岩手県 1.7% 青森市 1.7%
田子町 八戸市 34.6% 三戸町 30.9% 南部町 23.2% 岩手県 7.1% 県外(隣接道県以外) 2.4%
南部町 八戸市 44.9% 南部町 44.9% 三戸町 4.3% 岩手県 3.0% 青森市 1.2%
階上町 八戸市 92.8% 青森市 3.4% 県外(隣接道県以外) 1.1% 南部町 1.0% 岩手県 0.8%
新郷村 五戸町 51.7% 八戸市 32.6% 十和田市 5.9% 南部町 3.7% 三戸町 2.5%
青森市 青森市 91.6% 弘前市 3.3% 黒石市 2.3% 県外(隣接道県以外) 1.1% 藤崎町 0.7%
平内町 平内町 54.3% 青森市 40.5% 弘前市 2.0% 野辺地町 1.2% 県外(隣接道県以外) 0.8%
外ヶ浜町 青森市 68.2% 外ヶ浜町 28.4% 弘前市 1.5% 県外(隣接道県以外) 1.2% 今別町 0.3%
今別町 青森市 49.7% 今別町 27.8% 外ヶ浜町 18.6% 黒石市 2.1% 弘前市 1.1%
蓬田村 青森市 80.1% 外ヶ浜町 16.0% 県外(隣接道県以外) 2.2% 弘前市 1.1% 五所川原市 0.4%
五所川原市 五所川原市 61.3% 弘前市 18.5% 青森市 12.3% つがる市 2.9% 県外(隣接道県以外) 1.2%
つがる市 五所川原市 49.4% 弘前市 18.6% つがる市 11.8% 青森市 11.6% 鰺ヶ沢町 4.6%
鰺ヶ沢町 鰺ヶ沢町 44.5% 弘前市 28.4% 五所川原市 17.2% 青森市 5.6% つがる市 1.9%
深浦町 秋田県 37.5% 鰺ヶ沢町 21.6% 弘前市 19.8% 五所川原市 9.8% 青森市 8.2%
鶴田町 五所川原市 37.6% 弘前市 29.2% 板柳町 17.0% 青森市 8.0% つがる市 4.0%
中泊町 五所川原市 60.7% 弘前市 18.6% 青森市 15.9% 県外(隣接道県以外) 2.0% つがる市 1.5%
十和田市 十和田市 72.3% 八戸市 14.1% 青森市 3.8% 県外(隣接道県以外) 2.4% 三沢市 1.5%
三沢市 三沢市 61.7% 八戸市 26.2% 十和田市 3.5% 青森市 2.6% 岩手県 1.8%
野辺地町 野辺地町 48.9% 青森市 21.2% 東北町 20.5% 十和田市 2.3% 弘前市 2.1%
七戸町 七戸町 45.6% 十和田市 26.1% 八戸市 7.4% 青森市 7.2% 東北町 6.1%
六戸町 十和田市 41.0% 三沢市 22.4% 八戸市 21.6% 県外(隣接道県以外) 3.9% 青森市 3.0%
横浜町 野辺地町 29.9% 青森市 22.2% 東北町 21.0% むつ市 19.1% 弘前市 2.5%
東北町 東北町 30.2% 十和田市 18.5% 七戸町 15.4% 八戸市 11.5% 三沢市 7.4%
六ヶ所村 八戸市 17.2% 六ヶ所村 14.7% 野辺地町 14.5% 三沢市 11.7% 東北町 11.3%
むつ市 むつ市 75.8% 青森市 13.1% 弘前市 2.9% 県外(隣接道県以外) 2.2% 八戸市 2.1%
大間町 大間町 45.8% むつ市 25.4% 北海道 11.6% 青森市 5.8% 八戸市 3.9%
東通村 むつ市 51.3% 東通村 20.7% 青森市 14.1% 八戸市 4.3% 弘前市 3.9%
風間浦村 むつ市 40.2% 大間町 32.3% 青森市 14.2% 北海道 4.5% 県外(隣接道県以外) 3.3%
佐井村 むつ市 36.4% 大間町 33.9% 北海道 13.9% 青森市 9.1% 県外(隣接道県以外) 3.2%

受療先４ 受療先５
市町村

上
十
三

下
北

受療先１ 受療先２ 受療先３圏
域
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図 18 患者住所地（市町村別）からみた医療依存の動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：青森県受療動向調査 

  



第４章 本県の医療の概況 

 
－ 56 － 

４ 県民の意識 

医療や健康に関する県民の関心は非常に高くなっています。「青森県民の意識に関する調査」

（令和５年２月）によると、次のとおりです。 

 

（１）生活局面の重要度 

生活局面の「重要度」について、30の局面を設定し、「重要である」、「やや重要であ

る」、「どちらともいえない」、「あまり重要でない」、「重要でない」の５段階により回答

を求めたところ、保健医療に関する項目については、「重要である」「やや重要である」の割

合は、「かかりつけ医で日頃の健康相談がしやすく、病気の際に適切な医療サービスを受けら

れること」が 82.3％、「高齢者や障害者が自立し、安心して生活できること」が 75.0％、「県

民の健康づくりに対する意識が高まっていること」が 65.2％などとなっています。（図 19） 

 

図 19  生活局面の現状認識（重要度）  
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県内外や海外から観光客が多く訪れること

県産農林水産物や加工品などが県外や海外でも高く評価されていること

創業・起業（仕事を自分で起こす）によって働く場が生み出されること

原子力関連施設の安全が確保され、情報を知りたいときに入手できること

省エネルギーや、太陽光や風力などの再生可能エネルギーの利用が進んでいること

地域活動や地域づくりに取り組む人が多いこと

ふるさとの歴史や文化を学び、芸術やスポーツに親しめる環境があること

県民の健康づくりに対する意識が高まっていること

農林水産業の担い手がいること

生涯を通じて教養を高め、活躍できること

企業誘致によって働く場が生み出されること

インターネットの普及やデジタル化などにより、暮らしの利便性などが向上すること

学校・家庭・地域が、地域ぐるみで青少年の育成に取り組んでいること

障害のある児童生徒に適した教育上の支援がされていること

地元の企業が活発に活動していること

ごみの減量、リサイクルなどの３Ｒが進んでいること

性別に関係なく育休等が取りやすく、ワーク・ライフ・バランスが取れていること

県内の道路網や県外との交通機関（新幹線や飛行機、フェリー）が充実し出張・旅行に便利なこと

子どもの多様な能力を伸ばせる教育環境があること

高齢者や障害者が自立し、安心して生活できること

仕事や働き方の選択肢が多く、自分に適したやりがいのある仕事ができること

安心して子どもを産み育てられる環境が整っていること

かかりつけ医で日頃の健康相談がしやすく、病気の際に適切な医療サービスを受けられること

公園や下水道など身のまわりの生活環境が整備されていること

豊かな自然やきれいな水・空気が保たれていること

新鮮で安全な食品が買えること

身近な交通の便が確保され、通勤、通学、買い物などがしやすいこと

地震、台風、津波などに対する防災と被災後の対策がしっかりしていること

雪が積もっても、安心して快適に暮らせること

犯罪（詐欺を含む）や交通事故被害がなく、安心して暮らせること

重要である やや重要である どちらともいえない あまり重要でない 重要でない
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（２）生活局面の満足度 

生活局面の「満足度」について、30の局面を設定し、「満たされている」、「やや満たされ

ている」、「どちらともいえない」、「あまり満たされていない」、「満たされていない」の

５段階により回答を求めたところ、保健医療に関する項目については、「満たされている」

「やや満たされている」の割合は、「かかりつけ医で日頃の健康相談がしやすく、病気の際に

適切な医療サービスを受けられること」が 46.6％、「県民の健康づくりに対する意識が高まっ

ていること」が 32.1％、「高齢者や障害者が自立し、安心して生活できること」が 27.7％など

となっています。（図 20） 

 

図 20  生活局面の現状認識（満足度） 
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創業・起業（仕事を自分で起こす）によって働く場が生み出されること

企業誘致によって働く場が生み出されること

農林水産業の担い手がいること

仕事や働き方の選択肢が多く、自分に適したやりがいのある仕事ができること

性別に関係なく育休等が取りやすく、ワーク・ライフ・バランスが取れていること

原子力関連施設の安全が確保され、情報を知りたいときに入手できること

地域活動や地域づくりに取り組む人が多いこと

生涯を通じて教養を高め、活躍できること

地元の企業が活発に活動していること

子どもの多様な能力を伸ばせる教育環境があること

高齢者や障害者が自立し、安心して生活できること

障害のある児童生徒に適した教育上の支援がされていること

県内外や海外から観光客が多く訪れること

省エネルギーや、太陽光や風力などの再生可能エネルギーの利用が進んでいること

学校・家庭・地域が、地域ぐるみで青少年の育成に取り組んでいること

ふるさとの歴史や文化を学び、芸術やスポーツに親しめる環境があること

安心して子どもを産み育てられる環境が整っていること

県民の健康づくりに対する意識が高まっていること

雪が積もっても、安心して快適に暮らせること

インターネットの普及やデジタル化などにより、暮らしの利便性などが向上すること

県内の道路網や県外との交通機関（新幹線や飛行機、フェリー）が充実し出張・旅行に便利なこと

ごみの減量、リサイクルなどの３Ｒが進んでいること

地震、台風、津波などに対する防災と被災後の対策がしっかりしていること

身近な交通の便が確保され、通勤、通学、買い物などがしやすいこと

かかりつけ医で日頃の健康相談がしやすく、病気の際に適切な医療サービスを受けられること

犯罪（詐欺を含む）や交通事故被害がなく、安心して暮らせること

県産農林水産物や加工品などが県外や海外でも高く評価されていること

公園や下水道など身のまわりの生活環境が整備されていること

豊かな自然やきれいな水・空気が保たれていること

新鮮で安全な食品が買えること

満たされている やや満たされている どちらともいえない あまり満たされていない 満たされていない
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